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石灰石にうすい塩酸を加えると二酸化炭素が発生します。 

 

  

   表にしてみます。 

 

 

 

 

 

 

   

二酸化炭素 

 

 
全体の重さは ア+イ = 82.8 g です。 

全部反応させたら全体の重さが 80.6g に減

ってしまった。 

       ↓ 

発生前と発生後では全体の重さは変わら

ないはずなので，減った分が空気中に出て

いってしまった二酸化炭素の量です。 

    ↓ 

発生した二酸化炭素の重さは 

 82.8 － 80.6 = 2.2 (g) 

 2.2 g 
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  グラフより，5.0g の石灰石が全部この塩酸と反応したときに発生する 

  二酸化炭素の量は 1.2L です。 

 

  このときの重さは (2) より 2.2g ですから， 

  1L あたりの重さは 

     2.2÷1.2 = 1.83・・ 

           ↓ 

           1.8 g 

1.2 

小数第１位まで！  

1.8 g 

反応する石灰石がないので

塩酸が増えてもこれ以上

反応しない。 

 


